
令和 2 年 3 月 31 日現在 

別記様式2 

副 専 攻 プ ロ グ ラ ム 説 明 書 

  

開設学部（学科）名〔 文学部 〕 

プログラムの名称 （和文） 日本・中国文学語学副専攻プログラム 

（英文） Japanese and Chinese Languages and Literatures 

１．概要 

 本プログラムは，日本・中国文学語学主専攻プログラムを担当する教員が提供する副専攻プログラムです。

日本語と日本文学，中国語と中国文学，および両者の関わりについて，東アジア文化圏の語学文学の視点か

ら，総体として，また双方向的に学ぶことができます。千数百年に及び長い交流の歴史を有し，今日ますま

す強い関わりを持つようになっている日中両国の言語文化を総合的に捉えることにより，世界に開かれた東

アジア文化のアイデンティティを解明し，それを確立する手掛かりを得ることができるはずです。 

２．到達目標 

・日本・中国の文学語学に対する幅広い基礎学力と専門知識を習得する。 

・日本文学語学，中国文学語学，それぞれの専門分野に関する伝統的研究の成果と方法論を習得する。 

３．登録時期 

・履修開始時期は２年次。 

・履修開始後のプログラム登録（事後登録）も可能。 

４．登録要件 

・特にありません。 

・本プログラムの科目は，日本文学語学分野提供科目と中国文学語学分野提供科目の２つに大別されるが，

どちらか一方に偏らないように履修することが望ましい。 

５．受入上限数 

若干名 

６．授業科目及び授業内容 

※ 授業科目は，別紙の履修表を参照すること。 

※ 授業内容は，各年度に公開されるシラバスを参照すること。 

７．修了要件 

提供される専門科目から２０単位以上を修得し，卒業すること。 

８．責任体制 

本プログラムの計画・実施・評価検討・対処は，日本・中国文学語学プログラム教員会が責任をもって行

う。 

９．既修得単位等の認定単位数等 

（１）他大学等における既修得単位等の認定単位数等 

 ・既修得単位の認定は行わない。 

（２）広島大学における既修得単位(科目等履修生として修得した単位を含む。)の認定単位数等 

・既修得単位の認定は行わない。 

 

令和 2 年度入学生対象 

【副専攻プログラム履修に関する注意事項】 

○主専攻プログラムの授業時間割の関係で，登録した副専攻プログラムの授業科目履修が制限されることがある。 

○副専攻プログラムで開設されている授業科目も，本学共通の平均評価点（GPA）の計算対象に含まれる。 





専門教育科目一覧 日本・中国文学語学プログラム

分　野 科目コード 授　業　科　目 学期単位 開設単位 配当年次 授業形態
免許教科

○包括的科目
区　　　　　　　分

BL5050 中国中世文学演習Ａ 2 2 3 演習 国語

BL5060 中国中世文学演習Ｂ 2 2 4 演習 国語

BL5070 中国近世文学演習Ａ 2 2 3 演習

BL5080 中国近世文学演習Ｂ 2 2 4 演習

BL5090 中国現代文学演習 2 2 3 演習

BL6000 中国文学特別演習Ａ 2 2 4 演習

BL6010 中国文学特別演習Ｂ 2 2 4 演習

BL6020 中国文学特別演習Ｃ 2 2 4 演習

BL6030 中国文学特別演習Ｄ 2 2 4 演習
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